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平成22年度 会員概況調査より

酪農トピックス／
今年も大盛況！若い力で盛り上げた
鹿児島県酪農青壮年親善スポーツ大会（福岡）ほか

日本酪農見て歩紀（宮城県加美町 猪股牧場）

管理部だより／
株式会社協和産業の紹介
嫁が語る酪農の魅力／荒瀬ルリ子さん
こんな時どうする？コンプライアンス／
労働安全衛生法の一部を改正する法律の公布について

購買部だより
平成23年分から適用される税制改正事項

人事異動

全国酪農青年女性会議 平成23年度研修会
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平
成
22
年
度

会
員
概
況
調
査
よ
り

本
会
で
は
、
会
員
酪
農
協
に
お
け
る
組
織
・
事
業
の
概
要
を
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
運
営
に
お
け
る
問
題
点
を
明
確
に
し
、
そ

の
改
善
を
図
り
、
体
質
強
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
会
員
概

況
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
平
成
二
十
二
年
度
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
ご
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
デ
ー
タ
は
、
各
会
員
よ
り
提
出
さ
れ
た

「
会
員
概
況
調
査
票
」
の
数
値
を
使
用
し
、
集
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

酪単協と総合農協の生乳出荷規模別会員数

生
乳
出
荷
戸
数
規
模

組合数
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酪単協と総合農協の生乳出荷規模別会員数（対象：酪単協・総合農協）

規模別酪農概況（対象：酪単協・地域酪連・総合農協）

図１では、本会会員のうち酪単協と総合農協の生乳出荷規模別会員数を
示した。酪単協は総合農協に比べ、１組合あたりの生乳出荷戸数が２極
化していると同時に、40戸以下の組合が６割近くを占めている。

※ 集計組合のうち、平成21年度、22年度双方の数値が使用可能な会員を対象とした。

（単位：戸、頭、％、t）

解
説

表1

図1

項目

規模

調
査
組
合
数

酪農家戸数 乳牛飼養頭数 集（出）荷乳量
1組合あたり 1組合あたり 1組合あたり
戸数 増減 頭数 増減 乳量 増減経産牛頭数 未経産頭数

（前年比%） （前年比%）（前年比%）（前年比%） （前年比%）

20戸以下 28 11.7
（97.6%） △ 0.3 582

（99.4%）
472

（94.6%） 
180 

（112.4%） △4 4,058
（94.8%） △ 222

前　年 27 12.0 586 499 160 4,280 

21〜40戸 19 31.3
（101.4%） 0.4 1,787

（102.6%）
1,349

（100.8%）
537  

（105.9%） 44 11,909
（101.1%） 125

前　年 18 30.8 1,742 1,338 507 11,784

41〜60戸 17 50.8 
（100.3%） 0.1 3,881

（102.2%）
2,726

（100.8%） 
1,398 

（103.8%） 84 21,255 
（93.8%） △1,410

前　年 16 50.7 3,797 2,703 1,347 22,665 

61〜80戸 7 71.7
（104.2%） 2.9 7,376

（132.5%）
4,730

（118.9%） 
2,646

（166.5%） 1,810 32,306
（99.5%） △173

前　年 10 68.8 5,566 3,977 1,590 32,478 

81〜100戸 5 89.4 
（99.3%） △0.6 5,840

（75.0%）
3,460

（74.5%）
2,381 

（75.9%） △1,942 33,641
（89.4%） △3,980

前　年 5 90.0 7,782 4,646 3,136 37,621 

101〜150戸 7
123.0

（100.1%） 
0.2  9,859

（95.4%）
6,514 

（95.2%）
3,346 

（95.8%） △472 51,041
（95.0%） △2,684

前　年 6 122.8 10,332 6,841 3,491 53,725 

151〜200戸 8 171.8 
（95.5%） △8.2 13,451

（91.5%）
8,652 

（93.7%）
4,799 

（87.9%） △1,243 68,888
（93.8%） △4,531

前　年 10 179.9 14,694 9,237 5,457 73,419 

201戸以上 11 335.7
（92.7%） △26.3 23,906

（110.0%）
15,116 

（104.0%）
8,790 

（122.3%） 2,178 125,595
（100.6%） 692

前　年 10 362.0 21,728 14,541 7,188 124,903 

全   体 102 84.9 
（96.4%） △3.1 6,242

（101.3%）
4,239 

（98.6%）
2,324 

（106.5%） 78 33,498
（95.1%） △1,739

前　年 102 88.1 6,164 4,300 2,182 35,237 

規模別酪農概況

１

２
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規　　模 札幌 仙台 東京 名古屋 大阪 福岡

1〜19頭 184 688 542 97 187 172 

20〜29頭 216 352 472 127 134 250 

30〜49頭 871 425 644 207 213 254 

50〜79頭 1,194 291 345 180 164 176 

80〜99頭 388 95 77 50 30 58 

100頭以上 778 74 116 100 61 105 
うち300頭

以上
81 6 21 10 7 9 

子畜のみ 47 5 0 0 2 0 

合　　計 3,759 1,936 2,217 771 798 1,024 

支所別飼養規模（対象：酪単協・地域酪連・総合農協）
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表１及び図２～４においては、生乳出荷戸数規模別に見た会員組合数、また１組合あたりの酪農家戸数、
飼養頭数、出荷乳量を示した。酪農家戸数は前年に比べて96.4％となった。戸数の減少により、前年に比
べて小規模組合の割合が若干増加している。また、出荷乳量も戸数の減少に伴い前年比95.1％となった。
一方、飼養頭数については未経産頭数の増加により前年比101.3％となった。

平成22年度  会員概況調査より

支
所

10％0％ 30％20％ 50％40％ 70％60％ 80％ 100％90％

福岡

大阪

名古屋

東京

仙台

札幌

支所別飼養規模

20～29頭1～19頭 50～79頭30～49頭
100頭以上80～99頭 子畜のみうち300頭以上

表２及び図５では、本会支所別の飼養規模別酪農家戸数を示した。札幌支所菅内では中～大規模の酪農家
が多く見られるのに対し、都府県のうち、特に仙台・東京・大阪支所管内では、小～中規模の農家が大半を
占めている。一方、名古屋・福岡支所管内では比較的小～大規模に亘り広く分布している。

（単位：戸）

解

解

説

説

図2

図3

表2 図5

図4

支所別飼養規模

３
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平成22年度  会員概況調査より

この度、調査に御協力いただいた会員各位・関係者にこの場を借りて感謝申し上げます。会員概況調査においては、会
員組合から提出される調査票が多いほど、より正確なデータが解析されます。全国の本会会員の動向を定期的に報告し
てくためにも、今後とも本調査への協力をお願い致します。

表３及び図７～８については、生乳出荷個数別に見た１組合あたりの常勤役員数及び役職員１人あたり
の酪農家戸数を示した。常勤役員については、80戸以上と以下の組合で在籍割合に大きな差が見られ、
80戸以下では常勤役員の在籍しない組合が半数を占めている。また、役職員１名あたりの酪農家戸数に
ついては、酪農家戸数151 ～ 200の組合で例外が見られるが、概ね規模に比例して増加傾向にある。

図６では、酪単協における職種別職員数を示した。指導担当の職員数は、該当組合が１件の81 ～ 100戸
の組合を例外として、生乳出荷戸数に比例した割合を占めている。購買担当職員は生乳出荷戸数40以下
の組合についてはほぼ一定の人数だが、それを超えると規模に比例して増加傾向にある。一方、総務担当
職員は生乳出荷戸数150以下の組合では人数がほぼ一定であることが示された。

解

解

説

説

酪単協における規模別組織構成（対象：酪単協）

酪単協における常勤役員の在籍状況及び役職員１人あたりの酪農家戸数（牛乳処理組合を除く）（対象：酪単協）

最後に

※ 役職員には、常勤役職員のみを含め、ヘルパー・工場・その他の業種を除いた。

項目

規模

集
計
組
合
数
①

常勤役員

役職員1人
あたりの

酪農家戸数

常勤役員の
いる組合

1組合
あたり
常勤

役員数

組合数② 比率②/①
（%） 人数（人）

20戸以下 23 8 34.8 0.3 1.0

21〜40戸 15 9 60.0 0.9 1.5

41〜60戸 7 5 71.4 0.7 2.6

61〜80戸 4 2 50.0 0.5 3.2

  81〜100戸 1 1 100.0 3.0 2.9

101〜150戸 5 4 80.0 1.2 4.8

151〜200戸 7 6 85.7 1.7 2.5

201戸以上
（最大値:546戸） 8 7 87.5 1.9 5.1

全　体 70 42 60.0 1.3 5.8

酪単協における職種別職員数 組合規模（生乳出荷戸数規模）
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

人
数

指導
購買
総務

20戸以下 21 〜 40 41 〜 60 61 〜 80 81 〜 100 101 〜 150 151 〜 200 200戸以上
指導 0.3 1.6 2.5 1.0 9.0 3.6 9.4 20.1
購買 0.9 1.3 2.8 4.3 1.0 4.1 8.0 10.1
総務 1.5 2.2 5.25 2.5 2.0 2.1 9.3 10.5

図6

規模別　役職員1名あたりの酪農家戸数

生乳出荷戸数規模

生
乳
出
荷
戸
数（
戸
）

6
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4
3
2
1
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戸
以
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〜
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戸
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〜
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戸
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〜
200
戸
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〜
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戸

61
〜
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戸
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〜
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戸

201
戸
以
上

図8

表3
規模別　１組合あたりの常勤役員数

生乳出荷戸数規模

職
員
数（
人
）

3
2.5
2
1.5
1
0.5
0

20
戸
以
下

41
〜
60
戸

81
〜
100
戸

151
〜
200
戸

21
〜
40
戸

61
〜
80
戸

101
〜
150
戸

201
戸
以
上

図7酪単協における常勤役員の在籍状況及び役職員
１人あたりの酪農家戸数（牛乳処理組合を除く）

４

５

６
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控除額

63 万円

58 万円

48 万円

38 万円

廃止

年齢

（歳）0 15 16 18 19 22 23 69 70

老人扶養控除

同居老親等
加算部分

一般扶養控除

廃止

今回の改正に伴う扶養控除の概念図

特定扶養親族加算部分

購買部だより

控除額は、扶養親族の年齢、同居の有無等により次の表のようになっています。

 区　分 控除額 ※１ 　「控除対象扶養親族」とは、扶養親族のうち、その年
12月31日現在の年齢が16歳以上の人をいいます。

※２ 　特定扶養親族とは、控除対象扶養親族のうち、その
年12月31日現在の年齢が19歳以上23歳未満の人
をいいます。

※３ 　老人扶養親族とは、控除対象扶養親族のうち、その
年12月31日現在の年齢が70歳以上の人をいいます。

※４ 　同居老親等とは、老人扶養親族のうち、納税者又
はその配偶者の直系の尊属（父母・祖父母等）で、納
税者又はその配偶者と常に同居している人をいいます。

一般の扶養親族（※１） 38万円

特定扶養親族（※２） 63万円

老人扶養親族（※３）

同居老親等以外の者 48万円

同居老親等（※４） 58万円

①  一般の扶養親族のうち、年齢が16歳未満の人に対する扶養控除（38万円）が廃止されました。

②  特定扶養親族のうち、年齢が16歳以上19歳未満の人に対する扶養控除について、上乗せ部分（25万円）が廃止さ
れ、扶養控除の額が38万円とされました。

③  上記の扶養控除の改正に伴い、扶養親族が同居の特別障害者である場合において、扶養控除の額に35万円を加算す
る措置に代えて、同居特別障害者である扶養親族に対する障害者控除額が40万円から75万円に引き上げられました。

酪農家経営管理支援システム（DMSシステム）
の参加者は、平成23年12月末時点で123戸とな
りました。今後も裾野を広げ、地域の生産基盤の維
持・発展に努めていきます。
酪農家にとっては申告書作成の時期となりまし
た。平成22年度の税制改正では、大きな税制の変
更はありませんでしたが、扶養控除が次の通り改正
されました。この改正は、平成23年分の所得税か
ら適用されますので、ご留意ください。

平成23年分から適用される

税制改正事項



管理部だより

㈱
協
和
産
業
の
あ
る
と
こ
ろ

当
社
が
あ
る
鹿
児
島
市
は
九
州
南
部
に

位
置
し
、
南
九
州
の
政
治
・
経
済
・
文

化
・
交
通
の
中
心
都
市
で
す
。
九
州
で
第

４
位
、
約
60
万
の
人
口
を
有
し
、
鹿
児
島

県
の
人
口
の
35
％
が
集
中
す
る
中
核
都
市

で
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
九
州
新
幹
線
が

完
全
開
業
し
、
鹿
児
島
中
央
駅
に
は
観
光

客
が
溢
れ
、
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
の
東
に
は
、錦
江
湾
（
鹿
児
島
湾
）
を

挟
ん
で
桜
島
を
望
み
ま
す
。桜
島
は
昨
年
一

年
間
で
９
９
６
回
の
爆
発
的
噴
火
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。こ
の
噴
火
回
数
は
昭
和
30

年
の
観
測
開
始
以
降
の
年
間
最
多
記
録
と

の
こ
と
で
、鹿
児
島
地
方
気

象
台
は
「
直
ち
に
大
規
模
な

噴
火
を
起
こ
す
兆
候
は
な
い

が
、活
発
化
の
傾
向
が
あ
る
」

と
警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。ま
だ
ま
だ
噴
火
と
降
灰

に
は
悩
ま
さ
れ
そ
う
で
す
。

市
の
南
部
に
は
、昭
和
42

年
か
ら
46
年
に
か
け
て
錦
江

湾
を
埋
め
立
て
て
造
成
し
た

鹿
児
島
臨
海
工
業
地
帯
が
あ

り
、そ
の
２
号
用
地
に
は
各

飼
料
メ
ー
カ
ー
が
稼
動
し

て
い
ま
す
。そ
の
一
角
に
全

国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会

（
全
酪
連
）
の
子
会
社
で
あ

る
全
国
酪
農
飼
料
㈱
鹿
児
島

工
場
が
あ
り
、
当
社
は
そ
の

敷
地
内
に
本
店
を
構
え
て
い

ま
す
。沿

革
と
組
織･

機
構

創
業
当
初
、
当
社
は
「
日
栄
興
業
」
と

い
う
名
称
の
個
人
企
業
で
し
た
。
昭
和
39

年
に
、
全
酪
連
最
初
の
直
営
工
場
で
飼
料

用
脱
粉
を
製
造
し
て
い
た
、
旧
横
浜
飼
料

工
場
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
で
請
負
の
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
昭
和
41
年
に
は
本

格
的
乳
牛
用
配
合
飼
料
専
門
工
場
の
鳥
栖

飼
料
工
場
（
現
、
全
国
酪
農
飼
料
㈱
鳥
栖

工
場
）
の
稼
動
に
伴
い
、
鳥
栖
市
に
移
転

し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
44
年
２
月
８
日

に
、
有
限
会
社
日
栄
興
業
と
し
て
本
格
的

に
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
49
年
に
鹿
児
島
工
場

（
現
、全
国
酪
農
飼
料
㈱
鹿
児
島
工
場
）
の

稼
動
に
伴
い
、鹿
児
島
事
務
所
を
開
設
。

昭
和
51
年
５
月
６
日
に
本
店
を
鹿
児
島
工

場
内
に
移
転
し
、同
年
12
月
17
日
に
名
称

を
株
式
会
社
協
和
産
業
に
変
更
い
た
し
ま

し
た
。
平
成
18
年
12
月
に
は
、
全
酪
連
と

全
国
酪
農
飼
料
㈱
を
株
主
と
す
る
全
酪
連

子
会
社
と
な
り
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

全
酪
連
の
子
会
社
の
中
で
は
資
本
金
・

桜島

本店の朝礼

株式会社協和産業
紹介の
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鳥栖支店の朝礼

① 

副
原
料
の
受
入
れ
と
ラ
イ
ン
へ
の
切
り

込
み飼

料
原
料
の
内
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・

マ
イ
ロ
等
の
主
原
料
は
近
く
の
サ
イ
ロ

会
社
か
ら
コ
ン
ベ
ア
で
搬
送
さ
れ
ま
す

が
、
綿
実
・
ヘ
イ
キ
ュ
ー
ブ
等
の
副
原

料
は
ト
ラ
ン
ス
バ
ッ
ク
の
形
態
で
ト

ラ
ッ
ク
搬
入
さ
れ
ま
す
の
で
、
主
に

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
用
し
、
各
種
作

業
を
行
い
ま
す
。

② 

ビ
タ
ミ
ン
等
の
添
加
物
の
計
量
・
配

合
・
ラ
イ
ン
へ
の
投
入

③ 

製
造
さ
れ
た
飼
料
の
紙
袋
、
ト
ラ
ン
ス

バ
ッ
ク
へ
の
充
填
、
倉
庫
へ
の
搬
入

④ 

熊
本
県
の
一
部
、
宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖

縄
県
へ
の
製
品
の
出
荷

⑤ 

ト
ラ
ン
ス
バ
ッ
ク
の
洗
浄
・
修
理

‥
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
場
は
構
内
・
倉
庫
・
露
天
な
の
で

冷
暖
房
施
設
は
な
く
、
夏
の
猛
暑
、
冬
の

寒
さ
の
中
、
従
業
員
の
健
康
管
理
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
更
に
は
鹿

児
島
本
店
に
お
い
て
は
桜
島
の
降
灰
に
注

意
し
な
が
ら
、
ま
た
鳥
栖
支
店
に
お
い
て

は
、
当
初
は
開
拓
地
で
あ
っ
た
周
辺
地
が

交
通
網
の
充
実
か
ら
生
活
環
境
が
整
い
、

工
場
の
す
ぐ
側
ま
で
マ
ン
シ
ョ
ン
や
介
護

施
設
等
が
建
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
騒
音

対
策
を
考
慮
し
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
当
社
は
全
酪
連
グ
ル
ー
プ
会

社
の
１
社
と
し
て
、
酪
農
家
の
皆
様
へ
供

給
す
る
高
位
・
安
定
し
た
配
合
飼
料
の
供

給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
㈱
協
和
産
業
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

売
上
高
と
も
一
番
小
さ
な
企
業
で
す
が
、

全
酪
連
の
飼
料
工
場
の
歴
史
と
と
も
に
歩

ん
で
来
て
い
ま
す
。

組
織
・
機
構
は
、
代
表
取
締
役
（
社

長
）
１
名
、
非
常
勤
取
締
役
２
名
、
監
査

役
１
名
の
下
に
、
鹿
児
島
本
店
社
員
18
名

と
臨
時
パ
ー
ト
９
名
。
全
国
酪
農
飼
料
㈱

鳥
栖
工
場
内
に
は
鳥
栖
支
店
が
あ
り
、
社

員
17
名
と
パ
ー
ト
４
名
、
シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
派
遣
者
４
名
の
総
勢
56
名
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
概
況

作
業
内
容
は
、鹿
児
島
・
鳥
栖
両
飼
料
工

場
の
構
内
作
業
が
中
心
と
な
り
、具
体
的

に
は
次
の
①
か
ら
⑤
の
内
容
と
な
り
ま
す
。

① 副原料切り込み

② 添加物計量

⑤ トランスバックの整理

◀▼ ③ 充填

◀▼ ④ 出荷
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「嫁が語る酪農の魅力」第6弾として、天塩町農業協同
組合の荒瀬ルリ子さんにお話を伺いました。

─
不
安
や
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
か
？

私
が
小
さ
い
こ
ろ
に
親
戚
の
家
が
酪
農

を
営
ん
で
お
り
、
遊
び
に
行
く
と
よ
く
牛

の
世
話
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
ほ
ど
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、実
際
に
酪
農
経
営
に
携
わ
っ
て

み
て
、結
婚
し
た
当
時
は
休
み
が
中
々
と
れ

ず
、自
分
の
時
間
が
思
っ
た
よ
う
に
取
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
一
番
辛
か
っ
た
事
で
す
。

当
時
は
朝
の
作
業
は
11
時
半
ぐ
ら
い
ま

家
族
構
成
は
、私
を
除
く
と
主
人
（
司

さ
ん
）、長
男
（
愛ま
な
と斗

君
）、長
女
（
愛ま

ゆ夢
さ

ん
）、次
女
（
愛
さ
ん
）、父
（
誠
さ
ん
）、母

（
静
栄
さ
ん
）、祖
父
（
勤
さ
ん
）、の
３
世

帯
８
人
家
族
で
す
。

牧
場
の
管
理
と
し
て
は
、
主
人
が
搾
乳

牛
管
理
、
父
は
育
成
牛
・
搾
乳
牛
管
理
と

搾
乳
、
母
は
哺
育
牛
・
育
成
牛
管
理
と
搾

乳
、
私
は
子
牛
・
搾
乳
牛
管
理
と
繁
殖
の

管
理
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

─
ご
主
人
と
の
出
会
い
～
結
婚
ま
で
の

経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

高
校
を
卒
業
後
、
私
は
天
塩
町
の
電
気

店
に
勤
め
始
め
ま
し
た
。
も
と
も
と
事
務

仕
事
よ
り
も
体
を
動
か
す
こ
と
の
方
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
男
性
に
交
じ
っ

て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
り
現
場
で
汗
を
流
し

ま
し
た
。

主
人
と
付
き
合
い
だ
し
た
の
は
そ
ん
な

折
で
し
た
。
主
人
と
は
高
校
時
代
に
顔
を

知
っ
て
は
い
た
の
で
す
が
、
在
学
中
は
特

に
接
点
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
あ
る
日
突
然
主
人
か
ら
連
絡
が
あ

り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
お
付
き

合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
結
婚
は
、
そ
れ

か
ら
３
年
後
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。

─
荒
瀬
牧
場
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

荒
瀬
牧
場
は
北
海
道
天
塩
郡
天
塩
町

に
あ
り
、
所
属
組
合
は
天
塩
町
農
業
協

同
組
合
で
す
。
天
塩
町
農
協
で
は
乳
牛

１
万
１
千
頭
を
飼
育
し
、
４
万
６
千
t
の

生
乳
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

私
の
牧
場
で
は
、
経
産
牛
90
頭
、
育
成

牛
60
頭
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

夏
場
は
放
牧
を
主
体
に
し
て
お
り
、
自

給
飼
料
と
し
て
は
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
、
チ

モ
シ
ー
主
体
キ
ザ
ミ
サ
イ
レ
ー
ジ
を
作
っ

て
給
与
し
て
い
ま
す
。

酪
農
の
魅
力

が
語
る

嫁

6

天塩町農業協同組合　荒瀬ルリ子さん２月の嫁

効率の良い酪農経営
を目指して

左から、長女の愛夢さん、ルリ子さん、長男の愛斗君

荒瀬牧場の看板
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や
、
休
日
の
時
に
、
敷
料
を
敷
い
て
く
れ

た
り
、
エ
サ
押
し
の
作
業
を
手
伝
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
長
男
の
愛
斗
は
牛
よ
り
機

械
に
興
味
が
強
い
よ
う
で
す
。
愛
夢
は
よ

り
積
極
的
で
子
牛
に
ミ
ル
ク
を
給
与
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
将
来
は
酪
農
を
継

い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
み
た
い

で
す
が
、
ま
だ
早
い
と
返
答
し
て
い
ま
す

（
笑
）。

そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
え

る
と
い
う
だ
け
で
親
と
し
て
は
嬉
し
い
で

す
。
子
供
達
の
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
大

切
に
し
て
、そ
し
て
家
族
の
た
め
に
も
私

が
先
頭
に
た
っ
て
、主
人
と
一
緒
に
毎
年
前

年
よ
り
も
乳
量
を
伸
ば
し
て
、経
営
全
体

を
伸
ば
せ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
か
か
り
、
夜
の
作
業
も
８
時
過
ぎ
ま
で

時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は

朝
の
作
業
時
間
は
９
時
半
で
終
了
し
、
夜

の
作
業
は
７
時
過
ぎ
に
終
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
１
日
ト
ー
タ
ル
の
作
業
時
間

を
約
４
時
間
短
縮
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。当

時
は
自
分
の
時
間
を
作
り
た
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
率
先
し
て
作
業
内
容
を
改
善

し
て
い
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
当
時
は
搾
乳
を
終

了
し
て
か
ら
哺
育
・
育
成
の
作
業
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
人
手
も
い
る
こ
と
か
ら

搾
乳
班
と
哺
育
・
育
成
班
に
分
け
て
同
時

に
作
業
を
す
す
め
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
効
率
化
を
図
る
た
め
機
械
化
に
し

た
の
も
大
き
な
時
間
短
縮
に
繫
が
り
ま
し

た
。
４
時
間
も
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
お
か

げ
で
近
隣
の
酪
農
家
の
奥
さ
ん
達
と
の
交

流
の
時
間
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
今
は

と
て
も
有
意
義
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

─
ル
リ
子
さ
ん
が
思
う
酪
農
の
魅
力
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

酪
農
は
自
分
の
好
き
な
ス
タ
イ
ル
で
仕

事
が
出
来
る
と
こ
ろ
が
一
番
の
魅
力
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
作
業
の
効
率
化
を

図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
縮
さ

れ
た
時
間
を
使
っ
て
自
分
の
時

間
を
作
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

ま
た
、
家
族
で
の
経
営
な
の
で

時
間
を
子
供
と
共
有
し
な
が
ら

一
緒
に
作
業
も
出
来
る
た
め
、

子
供
の
成
長
も
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
出
来
る
と
こ
ろ
も
素
敵
な

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
繁
殖
管
理
を
し
て
い
る
中

で
授
精
回
数
を
昨
年
よ
り
少
な

く
出
来
た
り
、
授
精
か
ら
分
娩

ま
で
が
上
手
く
い
っ
た
と
き
は

も
の
す
ご
い
達
成
感
が
生
ま
れ

ま
す
。

酪
農
の
仕
事
は
と
て
も
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。
繁
殖
成
績

も
そ
う
で
す
が
、乳
質
、乳
量
も
私
た
ち
の

や
り
方
一
つ
で
大
き
く
変
化
す
る
の
で
そ

こ
が
酪
農
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
年
、

大
学
の
実
習
生
や
研
修
生
も
来
て
い
ま
す

が
、そ
の
人
達
に
酪
農
経
営
を
ど
ん
ど
ん

薦
め
て
い
る
ぐ
ら
い
酪
農
の
魅
力
に
取
り

つ
か
れ
て
い
ま
す
。

─
今
後
の
夢
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
在
は
父
、
母
が
い
る
た
め
作
業
が
効

率
良
く
出
来
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
主
人

と
私
だ
け
の
作
業
に
な
る
の
で
人
手
が
足

り
な
く
な
る
た
め
、
自
動
給
餌
機
を
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
主
人
は
少
し

搾
乳
頭
数
を
減
ら
し
た
い
と
話
し
て
い
ま

す
が
、
私
は
現
在
の
規
模
を
維
持
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
は
子
供
も
学
校
か
ら
帰
宅
し
た
時

牛舎全景

▶ 

搾
乳
牛
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2 1

こんな時どうする？

コンプライアンスコンプライアンス

総務部　法務・コンプライアンス課

労働安全衛生法の一部を改正する
法律の公布について

vol 6
加
し
、
社
会
的
に
も
関
心
を
集
め
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
職
場
に
お
い
て
、

よ
り
積
極
的
に
心
の
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
、「
労
働
者
の
心

の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
指

針
」（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
指
針
、平
成

18
年
３
月
策
定
）
を
定
め
ま
し
た
。

本
指
針
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第

70
条
の
２
第
１
項
（
健
康
の
保
持
増

進
の
た
め
の
指
針
の
公
表
等
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
法
第
69
条
第
１
項

（
健
康
教
育
、
健
康
相
談
等
）
の
措

置
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る

た
め
の
指
針
と
し
て
、
職
場
に
お
い

て
使
用
者
が
講
ず
る
よ
う
に
勤
め
る

べ
き
労
働
者
の
心
の
健
康
の
保
持
増

進
の
た
め
の
措
置
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
）
が
適
切
か
つ
有
効
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
の
原
則
的
な
実
施
方
法
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。

更
に
、
厚
生
労
働
省
は
、「
東
日

本
大
震
災
を
契
機
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
が
不
調
に
陥
る
人
が
増
加
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
、
予
防
対
策
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
労
働
安
全

衛
生
法
の
一
部
の
見
直
し
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

近
年
、
経
済
・
産
業
構
造
が
変
化

す
る
中
で
、
仕
事
や
職
業
生
活
に
関

す
る
強
い
不
安
、
悩
み
、
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
い
る
労
働
者
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、

自
殺
者
総
数
が
３
万
人
を
超
え
る
と

い
う
高
い
水
準
で
推
移
す
る
な
か

で
、
労
働
者
の
自
殺
者
数
も
毎
年

８
千
人
か
ら
９
千
人
前
後
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
業
務
に
よ
る
心
理
的
負
荷

を
原
因
と
し
て
精
神
障
害
を
発
症

し
、
あ
る
い
は
自
殺
し
た
と
し
て
労

災
認
定
が
行
わ
れ
る
事
案
が
近
年
増

施
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

⑵�　

労
働
者
は
、
使
用
者
が
行
う
当

該
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

⑶�　

検
査
の
結
果
は
、
検
査
を
行
っ

た
医
師
又
は
保
健
師
か
ら
、
労
働

者
に
対
し
通
知
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
医
師
又
は
保
健
師
は
、

労
働
者
の
同
意
を
得
な
い
で
検
査

の
結
果
を
使
用
者
に
提
供
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
（
労
働
者
の
同
意
を

得
た
上
で
、
事
業
者
に
通
知
す
る

こ
と
と
し
ま
す
）。

⑷�　

検
査
の
結
果
を
通
知
さ
れ
た
労

働
者
が
面
接
指
導
の
申
出
を
し
た

と
き
は
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導

を
実
施
す
る
こ
と
が
使
用
者
に
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
（
医
師
と
は
、

産
業
医
、
地
域
産
業
保
健
セ
ン

タ
ー
の
医
師
を
指
し
ま
す
）。

⑸�　

使
用
者
は
、
労
働
者
に
対
し

て
、
面
接
指
導
の
申
出
を
し
た
こ

と
を
理
由
と
し
て
不
利
益
な
取
扱

い
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

⑹�　

使
用
者
は
、
面
接
指
導
の
結

果
、
医
師
の
意
見
を
聴
き
、
必
要

な
場
合
に
は
、
作
業
の
転
換
、
労

働
時
間
の
短
縮
そ
の
他
の
適
切
な

就
業
上
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

２ 

．
型
式
検
定
及
び
譲
渡
の
制
限
の

対
象
と
な
る
器
具
の
追
加

･
�　

特
に
粉
じ
ん
濃
度
が
高
く
な
る

同
法
の
改
正
の
経
緯

平
成
23
年
10
月
24
日
、小
宮
山
厚

生
労
働
大
臣
は
、医
師
又
は
保
健
師

に
よ
る
労
働
者
の
精
神
的
健
康（
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）の
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
労
働
安

全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
要
綱
を
労
働
政
策
審
議
会
に
諮
問

し
ま
し
た
、労
働
政
策
審
議
会
は
、同

日
開
催
し
た
安
全
衛
生
分
科
会
で
了

承
し
、原
案
ど
お
り
小
宮
山
厚
生
労

働
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。同
法
改

正
案
は
、今
臨
時
国
会
に
提
出
・
公

布
さ
れ
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
予
定
で
す
。

同
法
の
改
正
の
概
要

１
．
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
充
実

⑴�　

医
師
又
は
保
健
師
に
よ
る
労
働

者
の
精
神
的
健
康
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
の
検
査
を
行
う
こ
と
が

使
用
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す（
一

般
定
期
健
康
診
断
の「
自
覚
症
状
、

他
覚
症
状
の
有
無
の
検
査
」に
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。た
だ
し
、別
途
実
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コンプライアンスコンプライアンスこんな時どうする？

作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
使
用

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
電
動

フ
ァ
ン
付
き
保
護
具
が
型
式
検
定

及
び
譲
渡
の
制
限
の
対
象
に
追
加

さ
れ
ま
す
。

３
．
受
動
喫
煙
防
止
対
策
充
実
・
強
化

⑴�　

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の

措
置
と
し
て
、
職
場
の
全
面
禁

煙
、
空
間
分
煙
が
事
業
者
に
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

⑵�　

た
だ
し
、当
分
の
間
、飲
食
店
そ

の
他
の
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と

が
困
難
な
職
場
に
つ
い
て
は
、受
動

喫
煙
の
程
度
を
低
減
す
る
た
め
、一

定
の
濃
度
又
は
換
気
の
基
準
を
守

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

４
．
施
行
期
日

･
�　

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で

定
め
る
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

･
�　

「
型
式
検
定
及
び
譲
渡
の
制
限

の
対
象
と
な
る
器
具
の
追
加
」
は
、

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め

る
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

５ 

．
改
正
法
（
抜
粋
：
ほ
と
ん
ど
が

新
設
さ
れ
た
条
文
）

（
健
康
診
断
）

第
66
条　

事
業
者
は
、労
働
者
に
対

し
、厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、医
師
に
よ
る
健
康

診
断（
精
神
的
健
康
の
状
況
に

係
る
も
の
を
除
く
。以
下
こ
の

条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
５
（
略
）

（
中
略
）

（
精
神
的
健
康
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
の
検
査
等
）

第
66
条
の
10　

事
業
者
は
、労
働
者

に
対
し
、厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、医
師
又
は

保
健
師
に
よ
る
精
神
的
健
康
の

状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

労
働
者
は
、
前
項
の
規
定
に

よ
り
事
業
者
が
行
な
う
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３�　

事
業
者
は
、第
１
項
の
規
定
に

よ
り
行
な
う
検
査
を
受
け
た
労

働
者
に
対
し
、厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、当
該
検

査
を
行
な
っ
た
医
師
又
は
保
健

師
か
ら
当
該
検
査
の
結
果
が
通

知
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
医
師
又
は
保
健
師
は
、あ
ら

か
じ
め
当
該
検
査
を
受
け
た
労

働
者
の
同
意
を
得
な
い
で
、当
該

労
働
者
の
検
査
の
結
果
を
事
業

者
に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

４�　

事
業
者
は
、前
項
の
通
知
を

受
け
た
労
働
者
で
あ
っ
て
、精
神

的
健
康
の
状
況
が
労
働
者
の
健

康
の
保
持
を
考
慮
し
て
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当

す
る
も
の
が
医
師
に
よ
る
面
接

指
導
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す

る
旨
を
申
出
た
と
き
は
、当
該

申
出
を
し
た
労
働
者
に
対
し
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、医
師
に
よ
る
面
接

指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事

業
者
は
、労
働
者
が
当
該
申
出

を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、当

該
労
働
者
に
対
し
、不
利
益
な

取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

５�　

事
業
者
は
、厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、前

項
の
面
接
指
導
の
結
果
を
記
録

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６�　

事
業
者
は
、第
４
項
の
規
定

に
よ
る
面
接
指
導
の
結
果
に
基

づ
き
、当
該
労
働
者
の
健
康
を

保
持
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

に
つ
い
て
、厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、医
師
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７�　

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に

よ
る
医
師
の
意
見
を
勘
案
し
、

そ
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、当
該
労
働
者
の
実
情
を

考
慮
し
て
、就
業
場
所
の
変
更
、

作
業
の
転
換
、労
働
時
間
の
短

縮
、深
夜
業
の
回
数
の
減
少
等
の

措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、当
該
医

師
の
意
見
の
衛
生
委
員
会
若
し

く
は
安
全
衛
生
委
員
会
又
は
労

働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
へ

の
報
告
そ
の
他
の
適
切
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８�　

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の

規
定
に
よ
り
事
業
者
が
講
ず
べ

き
措
置
の
適
切
か
つ
有
効
な
実

施
を
図
る
た
め
必
要
な
指
針
を

公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

９�　

厚
生
労
働
大
臣
は
、前
項
の

指
針
を
公
表
し
た
場
合
に
お
い

て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、事
業
者
又
は
そ
の
団
体
に
対

し
、当
該
指
針
に
関
し
必
要
な

指
導
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
受
動
喫
煙
の
防
止
）

第
68
条
の
２　

事
業
者
は
、
労
働
者

の
受
動
喫
煙（
室
内
又
は
こ
れ

に
準
ず
る
環
境
に
お
い
て
、他

人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ

る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
防
止
す
る
た
め
、屋
内
作
業

場
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
作
業
場
に
つ
い
て
、専
ら

喫
煙
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
室（
当
該
室

か
ら
た
ば
こ
の
煙
が
漏
れ
る
お

そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
合

致
す
る
も
の
に
限
る
。）を
除
き
、

喫
煙
を
禁
止
す
る
こ
と
そ
の
他

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
健
康
診
断
等
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
）

第 

１
０
４
条　

第
65
条
の
２
第
１
項

及
び
第
66
条
第
１
項
か
ら
第
４

項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
健
康
診

断
、第
66
条
の
８
第
１
項
の
規
定

に
よ
る
面
接
指
導
並
び
に
第
66

条
の
10
第
１
項
の
規
定
に
よ
る

検
査
及
び
同
条
第
４
項
の
規
定

に
よ
る
面
接
指
導
の
実
施
の
事

務
に
従
事
し
た
者
は
、そ
の
実
施

に
関
し
て
知
り
え
た
労
働
者
の

秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

附
則

（
受
動
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る
特
例
）

第 

27
条　

飲
食
物
の
提
供
そ
の
他
の

役
務
の
提
供
の
事
業
で
あ
っ
て

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

を
行
う
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
第
68
条
の
２
の
規

定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
者

は
、
同
条
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
作
業
場
に
つ
い
て
、
労

働
者
の
受
動
喫
煙
の
程
度
を
低

減
さ
せ
る
た
め
の
措
置
と
し
て

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
以
下
略
）

参
照
：
厚
生
労
働
省

　

�http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/

houdou/2r9852000001slsj.htm
l
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１
月
12
日
㈭
～
13
日
㈮
、
全
酪
連
本
所

田
町
プ
レ
イ
ス
に
お
い
て
全
国
酪
農
青
年

女
性
会
議
の
平
成
23
年
度
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
毎
年
１
月

に
全
国
酪
農
青
年
女
性
会
議
役
員
・
委

員
・
顧
問
を
対
象
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
研
修
会
は
、
１
日
目
に
「
牛

乳
と
食
育
の
お
は
な
し
」
と
題
し
、
料
理

家
・
管
理
栄
養
士
・
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
小
山
浩
子
氏
に
よ
る
講

演
、
そ
し
て
２
日
目
に
全
国
農
業
協
同
組

合
中
央
会�

農
政
部
長�

小
林
寛
史
氏
に
よ

る
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

小
山
氏
は
高
齢
者
・
中
高
年
・
子
供

の
ス
テ
ー
ジ
別
に
話
を
進
め
ら
れ
、「
高

齢
者
と
健
康
寿
命
」「
中
高
年
と
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」「
子
供
と
成
長
」

と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
あ
る
牛
乳
の

栄
養
と
機
能
つ
い
て
、
具
体
的
な
デ
ー
タ

を
基
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
山

氏
が
監
修
し
た
「
毎
日
食
べ
た
い
ミ
ル
ク

の
レ
シ
ピ
50
」（
発
行
：
関
東
生
乳
販
売

農
業
協
同
組
合
連
合
会
）
の
中
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
に
適
し
た
レ
シ
ピ
が
紹
介
さ
れ
、

「
甘
酒
し
ょ
う
が
ミ
ル
ク
」
の
試
飲
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
各
地
域
の
先
頭

に
立
ち
、
牛
乳
消
費
拡
大
運
動
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
参
加
者
に
と
っ
て
、
実
証
デ
ー

タ
を
基
に
し
た
当
講
演
は
「
今
後
の
活
動

に
非
常
に
役
に
立
つ
」
と
好
評
で
あ
り
、

熱
心
に
傾
聴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

小
林
部
長
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
講

演
で
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
違
い
に
つ

い
て
、「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
関
税
『
削
減
』
交
渉

で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
関
税
『
撤
廃
』
交
渉

で
あ
る
」
等
の
基
本
的
な
考
え
方
を
説
明

さ
れ
た
後
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
24
分
野
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
小
林
部
長
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
が
、
わ
が
国
の
食
糧
輸
入
の

拡
大
を
招
き
、
世
界
の
飢
餓
人

口
の
増
加
に
繋
が
る
こ
と
や
、

単
一
経
済
に
依
存
し
て
い
る
南

西
諸
島
等
に
壊
滅
的
な
打
撃
を

与
え
、
離
島
地
域
の
衰
退
・
過

疎
化
か
ら
、
安
全
保
障
・
資
源

開
発
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

等
、
農
業
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本

全
体
・
世
界
全
体
に
も
悪
影
響

が
及
ぶ
こ
と
を
具
体
的
な
例
を

挙
げ
て
指
摘
し
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

参
加
す
る
こ
と
を
直
ち
に
中
止

す
る
べ
き
だ
」
と
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
の
取
組
み

に
つ
い
て
は
、
情
報
が
公
開
さ

れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
国
民
が

正
し
い
判
断
を
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
ま
ま
事
態
が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
一
番
の
問
題
で
あ
る

と
の
こ
と
か
ら
、「
他
団
体
と
協
力
し
な

が
ら
、
正
し
い
情
報
収
集
・
発
信
に
努
め

て
い
く
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
も
参
加
に
向
け
て
協
議
が
進
ん
で

い
る
こ
と
に
対
し
て
の
不
安
の
声
が
挙
が

り
、「
酪
農
家
自
ら
が
積
極
的
に
行
動
し

て
い
き
た
い
」
等
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

２
日
間
に
わ
た
る
研
修
で
し
た
が
、
ど

ち
ら
も
酪
農
関
係
者
に
と
っ
て
興
味
深
い

テ
ー
マ
で
あ
り
、
今
後
の
活
動
の
参
考
と

な
る
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
酪
農
青
年
女
性
会
議 

研 

修
会

平
成
23
年
度

小山浩子氏

▶ 

小
林
寛
史
部
長

研修会の様子
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１月18日㈬、愛知県岡崎市の「愛知県立農業大
学校」において、愛知県酪農農業協同組合青年女性
部（森　富士樹部長）の料理講習会が開催されま
した。愛知県内の各地域から25名ほどの参加があ
り、牛乳を使用した料理を調理し、飲むだけでなく
食べることでも牛乳を消費することを目的に行われ
ました。

講師には、愛知県新城市で営農されている「MILK
工房スコット大東牧場」の森智子さんと雪印メグミ
ルク株式会社　食育・普及担当で管理栄養士の柴田
智子先生の二人をお招きしました。

森さんの指導の下で行われたのが、モッツアレラ
チーズとピザ作りです。モッツアレラチーズは、牛
乳を鍋で一旦加熱し、それを冷ましてからスター
ターを加えよく混ぜます。さらに、ぬるま湯で溶
かしたレンネットを加え、40分ほど置きます。豆
腐状に固まったら、包丁で５ミリ～８ミリに切り、
15分程度かき混ぜます。３分の１程度ホエーを取
り除いたら、80 ～ 85℃のお湯を加え、37℃に
保ちます。それをゆっくり撹拌し、５分程度そのま
ま置いた後に木綿布に包み圧搾して水気を取ったら
出来上がりです。

この出来上がったモッツアレラチーズを練ったピ
ザ生地に使用し、オーブンで焼き上げました。香ば
しい匂いが調理室に漂い食欲がそそられます。

次に、柴田先生の指導の下で「チーズと豆のサラ
ダ」、「エスニック風スープ」、「レアヨーグルトケー
キ」を調理しました。

チーズだけでも、ゴーダチーズ、カッテージチー

ズ、クリームチーズと先に作成したモッツアレラ
チーズと様々なチーズを使用し、他にヨーグルト等
様々な乳製品を使用しました。どの料理にも乳製品
を使用することで栄養価が高まり、さらに牛乳消費
拡大を願う酪農家にとって、有意義な情報を与えて
いただきました。

また、柴田先生からは品質管理について、要冷
蔵商品の取扱い方法は、「より鮮度よく美味しい食

材で調理するためのポイン
トとして、スーパー等で購
入してから家の冷蔵庫で保
管する期間と冷蔵庫で開封
してから消費するまでの期
間をより短くすることで
新鮮で安全に調理できる」
と説明いただきました。

参加者からは、両講師に
質問があふれ、会話が絶え
ないにぎやかな研修会とな
りました。 

名古屋

支所発
愛知県酪農農業協同組合青年女性部
─ 牛乳を使用した料理講習会開催 ─

▲ 柴田講師

▲ 美味しくいただきました
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平成24年元日、第
56回実業団駅伝大
会が開催され、群馬
県前橋市県庁前でス
タートが切られまし
た。太田市役所中継
所では、群馬県牛乳
販連（代表理事会長 
長岡武氏）と東毛酪農業協同組合（代表理事組合長 
大久保克美氏）主催で、乳製品消費拡大のPRの一
環として、群馬県内の病院等に販売している200ml
の牛乳1,000本を、駅伝選手の応援に来ている方
や駅伝関係者等に無料で配布しました。

元旦当日はここ数年必ず群馬名物の空っ風が吹き荒
れていましたが、本年は冬特有の冷え込みはあったも
のの、珍しく風もなく比較的穏やかな日となりました。

天候が良かったのも手伝ってか、配布が始まると長

蛇の列が出来きる程で
した。牛乳配布の隣のブースでは高校生が名物「焼き
まんじゅう」にちなんで発案した「焼きまんじゅう
パン」を高校生自ら販売をしており、「牛乳にはパン
ですよー」と相乗り販売をする光景も見られました。

用意した牛乳や関連グッズ等はランナーが走る前
に全て無くなり、牛乳を片手に持ちランナーに大き
な声援を送っている方も見られ、本年も大盛況の
中、無事終了致しました。　　　　　　　　（F.K）

東毛酪農より

第56回実業団駅伝大会（ニューイヤー駅伝）開催!!

◀  

配
布
終
了
後
集
合
写
真

◀ 

牛
乳
配
布
風
景

▲ 牛乳のお話をする大久保組合長

福 岡

支所発

12月17日㈯、第39回鹿児島県酪農青壮年会議
主催の親善スポーツ大会が鹿児島市東郡元町のサン
ライトゾーンで開催されました。鹿児島県内全域か
ら総勢150名近い酪農家・関係者が集結し、小薗
千弘委員長の「関係者の皆さんと一緒に酪農家が家
族そろって楽しめる大会にしましょう！」との挨
拶で開始し、ボーリング場30レーンを、全て貸し
きっての大会で、地域間・年代を超えた交流が活発
に行われました。

競技終了後の表彰ならびに食事会では、優勝した
大隅Ｆチームに優勝旗が授与され、次世代を担う

酪農後継者の子供たちと酪農
を陰で支える女性の皆さんに
は、全員に特別なプレゼント
を用意する等、様々な催しも
一緒に行われました。

この親善スポーツ大会は、

鹿児島県青壮年会議が中心になって行われる恒例の
催しで、青壮年部役員の皆さんが、関係機関に協賛
金や協賛品の協力をお願いしてまわり、その協賛で
頂いたプレゼントを、事務局の鹿児島県酪協の女性
職員が、手作りで包装し、時間を掛けて準備してき
ました。

鹿児島県酪協の南原組合長からは、「若い方々の
原動力になるよう、次世代に残せる酪農基盤を整備
するよう努力していきたい」、池田副委員長からは

「多くの方々の協力もあってスポーツ大会が成功し
たので、酪農家さんも協力して頂いた業者さんにお
会いしたら、御礼をお願いしたい」とのご挨拶があ
り、礼儀と恩義を忘れない鹿児島県青壮年会議の姿
勢が印象的でした。 

（T.K）

今年も大盛況！若い力で盛り上げた
鹿児島県酪農青壮年親善スポーツ大会

▲ 挨拶をする小薗委員長

優勝旗授与 ▶
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　㈳日本草地畜産種子協会では、草地の適正な管理、利
用を推し進めるための指標として「草地管理指標」を作
成していますが、今般「草地管理指標－草地の放牧利用
編、放牧牛の管理編」を11年ぶりに内容を大幅に見直
した改訂版が発行されました。
　改訂版では新集約放牧技術、放牧期間延長技術、耕作
放棄地・水田放牧技術、放牧草種・品種、放牧効果等最
近の放牧技術の知見を取り入れ、実践的に活用できるよ
う編集されており、放牧の指導者、今後放牧を始めよう
とする農家等畜産関係者必読の１冊となっています。

出版の
お知らせ草地の放牧利用編 放牧牛の管理編

草地管理指標

●A4判200ページ　●税込価格3,000円（送料別途）

ご注文、お問い合わせは  ㈳日本草地畜産種子協会総務部まで
電話 03-3251-6501　FAX 03-3251-6507
Ｅメール info@souchi.lin.gr.jp

共進会、Ｂ＆Ｗ、酪農祭り、親睦スポーツ大会といった催事情報から組合住所の変更や移
転等案内情報、そして直営店情報や組合の自慢情報まで、酪農トピックスでは会員の皆様
からの原稿を募集しております。本コーナーは会員の皆様の情報交換の場です。ぜひご活
用ください。

原 稿 募 集
「酪農トピックス」では皆様からの記事を募集しております

送付先 皆様のお近くにあります本会支所までご送付・ご連絡ください。

■札幌支所
〒060-0003
札幌市中央区北3条西7丁目1  酪農センター 5階

tel．011-241-0765

■名古屋支所
〒465-0095
名古屋市名東区高社1-89  第2東昭ビル2階

　tel．052-771-7104

■仙台支所
〒980-0021
仙台市青葉区中央1-7-20  東邦ビル3階

tel．022-221-5381

■大阪支所
〒532-0011  
大阪市淀川区西中島5-14-10  サムティ新大阪フロントビル6階

tel．06-6305-4196

■東京支所
〒108-0014
東京都港区芝四丁目17番５号  田町プレイス5階

tel．03-5931-8011

■福岡支所
〒812-0016 
福岡市博多区博多駅南1-2-15  事務機ビル7階

tel．092-431-8111



基本中の基本をこなす大切さ

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

地
域
の
紹
介

今
回
ご
紹
介
す
る
猪
股
牧
場
は
、
宮

城
県
北
西
部
に
あ
る
加
美
町
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
加
美
町
は
平
成
15
年
４
月
１
日

に
、
中
新
田
町
、
小
野
田
町
、
宮
崎
町
が

合
併
し
て
誕
生
し
た
町
で
す
。
冬
か
ら
春

に
か
け
て
は
奥
羽
山
脈
か
ら
吹
き
降
ろ
す

北
西
風
が
強
く
、
雪
が
舞
い
、
寒
さ
が
一

段
と
厳
し
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
夏
は
温

暖
な
気
候
で
、
寒
暖
の
差
が
大
き
い
の
も

特
徴
で
す
。

▲ 猪股牧場の皆さん
（右上：英雄さん、右下：奥さんの栄枝さん、左上：次男の聡士さん、左下：聡士さんの奥さんの公美子さん）

猪
股
牧
場
を
最
初
に
取
材
し
た
の
は
、

ま
だ
雪
の
多
い
平
成
23
年
２
月
28
日
の
こ

と
で
し
た
。
原
稿
を
ほ
ぼ
書
き
上
げ
た

後
、
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
、
会
報
へ
の
掲
載
は
当
面
の
間
、
延
期

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
猪
股
牧
場
に
お
い

て
も
、
震
災
直
後
か
ら
12
日
間
停
電
し
、

発
電
機
を
使
用
し
な
が
ら
の
経
営
で
、
こ

の
紙
面
で
伝
え
き
れ
な
い
ご
苦
労
が
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
、
震
災
か
ら
９
ヶ
月
後
、
再
び
取
材
の

た
め
に
訪
問
し
た
時
に
、
後
継
者
の
聡
士

さ
ん
は
「
も
っ
と
大
変
な
被
害
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
が
あ
る
。
う
ち
は
ま
だ
良
い
方

だ
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
り
、
猪
股
牧
場
の

所
属
す
る
宮
城
県
酪
農
農
業
協
同
組
合
の

職
員
、
地
域
の
獣
医
師
、
全
酪
連
の
飼
料

配
送
の
い
ず
れ
に
お
い
て
迅
速
に
対
応
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
感
謝
の
言
葉
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

宮
城
県
酪
農
農
業
協
同
組
合（
半
澤
善
輝

代
表
理
事
組
合
長
）は
宮
城
県
一
円
に
組
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▶ 

牛
舎
全
景

加美町

宮
城
県

No.225

宮城県加美町猪股牧場



合
員
を
抱
え
、生
乳
出
荷
戸
数
１
７
９
戸

（
平
成
23
年
12
月
末
時
点
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

猪
股
牧
場
の
あ
ゆ
み
と
概
況

猪
股
牧
場
は
現
在
、
経
営
主
で
宮
城

県
酪
農
農
業
協
同
組
合
の
理
事
で
も
あ

る
猪
股
英
雄
さ
ん
、
奥
さ
ん
の
栄
枝
さ

ん
、
次
男
で
後
継
者
の
聡
士
さ
ん
、
聡
士

さ
ん
の
奥
さ
ん
・
公
美
子
さ
ん
の
４
名

が
分
担
し
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
取

材
時
の
飼
養
頭
数
は
成
牛
74
頭
、
育
成

牛
19
頭
で
、
そ
の
他
に
育
成
牛
18
頭
を

全
酪
連
の
販
売
預
託
事
業
を
通
じ
て
北

海
道
に
預
託
し
て
い
ま
す
。
出
荷
乳
量

は
震
災
後
、
濃
厚
飼
料
の
給
与
を
制
限

す
る
等
し
て
日
量
１
，０
０
０
㎏
を
割
り

込
み
ま
し
た
が
、
徐
々
に
回
復
し
、
10

月
に
は
例
年
よ
り
や
や
多
い
日
量
平
均�

１
，９
０
０
㎏
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、昭
和
21
年
に
英
雄
さ
ん
の
お
父
さ

ん
が
、県
内
の
登
米
地
区
か
ら
入
植
し
た

こ
と
だ
そ
う
で
す
。当
時
は
地
区
一
帯
が

原
野
で
あ
り
、開
墾
し
な
が
ら
雑
穀
等
を

栽
培
し
、４
家
族
が
１
軒
の
小
屋
で
共
同

生
活
を
送
っ
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。今

で
は
と
て
も
想
像
の
つ
か
な
い
ご
苦
労
が

あ
っ
た
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
の

後
、
昭
和
30
年
頃
に
英
雄
さ
ん
の
お
母
さ

ん
が
「
子
供
た
ち
に
栄
養
の
あ
る
牛
乳
を

飲
ま
せ
た
い
」
と
い
う
一
心
で
乳
牛
を
飼

い
始
め
た
そ
う
で
す
。地
域
で
も
牛
を
飼

う
農
家
が
徐
々
に
増
え
始
め
、
最
終
的
に

１
０
０
戸
程
度
集
り
、当
時
の
広
原
村
か

ら
名
を
と
っ
て
「
広
原
酪
農
」
と
い
う
組

合
に
発
展
し
、地
域
に
酪
農
が
根
付
い
て

い
き
ま
し
た
。

英
雄
さ
ん
が
中
学
生
の
頃
、
お
父
さ
ん

が
命
に
も
影
響
し
か
ね
な
い
大
き
な
交
通

事
故
に
遭
い
ま
し
た
。
英
雄
さ
ん
は
次
男

で
し
た
が
、
既
に
お
兄
さ
ん
が
普
通
高
校

に
通
っ
て
い
た
た
め
、
酪
農
経
営
を
引
き

継
ぐ
決
意
で
農
業
高
校
へ
の
進
学
を
決
め

ま
し
た
。
こ
の
頃
既
に
搾
乳
牛
頭
数
を
50

頭
規
模
に
拡
大
す
る
構
想
を
持
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。

英
雄
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、富
士
山
麓

で
１
年
間
酪
農
の
実
習
を
し
た
後
、宮
城
県

の
実
家
へ
戻
っ
て
酪
農
経
営
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。
搾
乳
牛
５
頭
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、奥
さ
ん
と
な

る
栄
枝
さ
ん
と
ご
結
婚
さ
れ
た
頃
に
ご
自

身
で
牛
舎
を
増
築
し
、増
頭
し
た
そ
う
で

す
。
こ
の
頃
は
専
門
誌
を
毎
月
５
冊
以
上

購
読
し
、ま
た
牧
場
を
訪
問
す
る
獣
医
師
、

授
精
師
、
飼
料
担
当
者
等
が
話
す
こ
と
に

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、も
っ
ぱ
ら
酪
農
に

つ
い
て
の
勉
学
に
夢
中
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
幾
つ
か
失
敗
は
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、そ
う
し
た
経
験
か
ら
現
在
で
も
分

娩
前
後
の
検
温
は
（
特
に
産
後
は
１
週
間
）

欠
か
か
さ
ず
実
施
し
、
周
産
期
病
の
発
症

は
ほ
と
ん
ど
無
い
そ
う
で
す
。
情
報
収
集

の
熱
心
さ
に
加
え
、
失
敗
を
繰
り
返
さ
な

い
管
理
の
徹
底
さ
も
猪
股
牧
場
の
経
営
を

支
え
て
い
る
原
動
力
の
１
つ
で
す
。
そ
し

て
、苦
難
な
道
の
り
で
も
い
つ
も
英
雄
さ
ん

を
見
守
り
、牧
場
の
雰
囲
気
を
明
る
く
し

て
く
れ
る
奥
さ
ん
の
栄
枝
さ
ん
の
存
在
も

大
き
な
原
動
力
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
牛
群
検
定
情
報
の
活
用
、
獣

医
師
に
よ
る
月
２
回
の
繁
殖
検
診
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
英
雄
さ
ん
は
「
基
本

中
の
基
本
を
や
る
か
ど
う
か
が
一
番
大

事
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

姿
勢
は
牛
舎
内
を
見
て
も
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
送
風
フ
ァ
ン
は
３
頭
に

１
台
、
牛
床
マ
ッ
ト
（
ウ
ェ
ー
ブ
マ
ッ

ト
）
は
全
ス
ト
ー
ル
に
設
置
と
基
本
に
忠

実
で
す
。
飼
槽
は
御
影
石
で
施
工
さ
れ
て

お
り
（
こ
こ
ま
で
は
他
で
も
見
か
け
ま
す

が
）、
通
路
側
と
比
較
し
て
数
セ
ン
チ
高

い
位
置
に
あ
り
ま
し
た
。
牛
も
採
食
し
や

す
く
、
汚
れ
た
残
飼
が
溜
ま
る
こ
と
も
な

く
、
人
に
と
っ
て
も
掃
除
し
や
す
く
、
常

に
衛
生
的
な
状
態
が
保
た
れ
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
ま
せ
ん
棒

は
や
や
高
め
の
位
置
に
１
本
と
、
牛
へ
の

ス
ト
レ
ス
を
極
力
軽
減
し
て
い
ま
し
た
。 処理室
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育成牛

手造りの育成牛舎



ち
な
み
に
、
首
輪
に
繋
い
で
い
る
の
は

よ
く
見
る
チ
ェ
ー
ン
で
は
な
く
、「
何
か

あ
っ
た
と
き
に
切
れ
る
よ
う
に
」
と
ロ
ー

プ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
牛
の
快
適

性
を
保
つ
と
同
時
に
、
作
業
す
る
人
の
安

全
管
理
も
徹
底
し
て
い
ま
す
。

宮
城
県
の
平
年
の
夏
は
比
較
的
冷
涼
な

た
め
多
く
の
牛
舎
で
暑
熱
対
策
が
あ
ま
り

進
ん
で
お
ら
ず
、
一
昨
夏
に
例
年
に
な
い

猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
際
は
、
管
内
で
多
く

の
経
産
牛
が
廃
用
と
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
猪
股
牧
場
で
は
、（
当
時
）
60
頭
ほ
ど

の
成
牛
の
う
ち
、
驚
く
こ
と
に
暑
さ
に
よ

る
淘
汰
は
１
頭
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
基

本
的
な
管
理
の
徹
底
と
、
既
述
し
た
よ
う

な
牛
舎
設
備
の
充
実
に
早
く
か
ら
取
り
組

ん
で
い
た
成
果
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ち
な
み
に
平
成
22
年
１
年
間
の
猪
股

牧
場
で
の
淘
汰
頭
数
は
15
頭
で
し
た
が
、

そ
の
う
ち
10
頭
は
牛
群
レ
ベ
ル
を
高
め
る

た
め
に
新
し
い
自
家
産
牛
と
入
れ
替
え
た

結
果
で
、
そ
の
10
頭
は
別
の
牧
場
で
搾
乳

牛
と
し
て
飼
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
給
飼
料
生
産

自
給
飼
料
生
産
に
関
わ
る
作
業
、
農
地

の
借
用
、機
械
の
保
有
等
を
周
辺
酪
農
家

３
戸
共
同
で
行
っ
て
お
り
、英
雄
さ
ん
は

そ
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

草
地
面
積
は
猪
股
牧
場
の
分
と
し
て
11�

ha

（
う
ち
借
地
６
ha
）
の
ほ
か
、
３
戸
共
同

で
借
り
て
い
る
草
地
が
20�

ha
あ
り
、オ
ー

チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
を
中
心
に
採
草
し
、ロ
ー

ル
サ
イ
レ
ー
ジ
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、同

じ
３
戸
共
同
で
水
稲
か
ら
転
作
と
な
っ
た

大
麦
の
圃
場
を
45�

ha
借
り
て
お
り
、ロ
ー

ル
サ
イ
レ
ー
ジ
に
し
て
い
ま
す
。

英
雄
さ
ん
は
就
農
前
の
富
士
山
麓
で
実

習
し
て
い
た
頃
、
ち
ょ
う
ど
第
一
次
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
に
直
面
し
、
飼
料
高
騰
の
波

に
あ
っ
て
大
変
苦
労
す
る
現
場
を
目
の
当

た
り
に
し
た
そ
う
で
す
。
英
雄
さ
ん
が
自

給
飼
料
生
産
に
精
力
的
に
取
り
組
む
姿
勢

は
そ
の
経
験
が
あ
っ
て
こ
そ
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
英
雄
さ
ん
は
常
日
頃
か
ら
「
手

間
を
惜
し
ん
で
は
だ
め
」
と
言
っ
て
お

り
、
そ
の
姿
勢
は
後
継
者
の
聡
士
さ
ん
に

も
し
っ
か
り
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
聡
士
さ
ん
も
、
情
勢
に
左
右
さ

れ
な
い
足
腰
の
強
い
経
営
を
目
指
し
た
い

と
語
っ
て
お
り
、
自
給
飼
料
生
産
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。 自給飼料は牛舎裏の敷地に管理・保管されている
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こ
れ
か
ら
の
猪
股
牧
場

現
在
で
は
、
英
雄
さ
ん
の
次
男
で
後
継

者
で
あ
る
聡
士
さ
ん
が
、
牛
舎
全
般
の
作

業
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
聡
士
さ
ん
は
農

業
大
学
校
を
卒
業
後
、
栃
木
県
・
那
須

地
方
の
牧
場
で
の
１
年
間
の
実
習
を
経

て
、
平
成
16
年
か
ら
実
家
の
牧
場
で
働
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
那
須
の

牧
場
を
選
ん
だ
理
由
は
、
知
人
の
紹
介
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
聡
士
さ
ん

の
「
本
州
の
酪
農
を
勉
強
し
た
い
。
本
州

で
ふ
さ
わ
し
い
牛
の
飼
い
方
を
勉
強
し
た

い
」
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

聡
士
さ
ん
は
就
農
後
、
家
畜
人
工
授
精

師
の
免
許
を
取
得
し
、
そ
れ
以
降
授
精
業

務
の
す
べ
て
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
平
均
分
娩
間
隔
は
４
１
０
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
聡
士
さ
ん
は
、「
自
家
産
の

牛
で
牛
乳
を
搾
り
た
い
、
自
家
産
の
牛
群

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
」
と
い
う

目
標
を
持
っ
て
お
り
、
ご
自
身
で
人
工
授

精
す
る
よ
う
に
な
っ
た
当

初
か
ら
、
Ｆ
１
の
相
場
が

強
含
み
の
と
き
で
も
、
時

に
は
周
囲
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の

精
液
を
つ
け
て
い
た
そ
う

で
す
。
相
場
に
左
右
さ
れ

な
い
経
営
を
目
指
す
と
い

う
、
明
確
な
方
針
を
持
っ

て
い
る
聡
士
さ
ん
の
強
い

意
志
の
表
れ
と
感
じ
取
れ

ま
す
。
昨
年
か
ら
は
雌
雄

選
別
精
液
を
利
用
し
て
お

り
、
今
後
積
極
的
に
牛
群

を
更
新
し
て
い
き
た
い
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

少
し
話
題
が
反
れ
ま
す

が
、
今
般
、
酪
農
後
継
者

の
パ
ー
ト
ナ
ー
不
足
（
嫁

不
足
）
が
話
題
と
な
っ
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
聡

士
さ
ん
に
パ
ー
ト
ナ
ー
探
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し
の
コ
ツ
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
、「
オ
ン
／
オ
フ
の
メ
リ
ハ
リ
を
は
っ

き
り
つ
け
て
、
オ
フ
の
時
間
も
大
事
に
す

る
こ
と
。
そ
れ
と
、
異
業
種
の
友
人
と
の

付
き
合
い
も
大
事
に
し
て
視
野
を
広
げ
る

こ
と
で
は
な
い
か
な
。“
農
家
だ
か
ら
嫁

が
来
な
い
”は
理
由
に
し
て
は
い
け
な
い
」

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
、
猪
股
牧
場
で
は
夜
７
時
に
は
作
業

を
終
え
て
お
り
、
聡
士
さ
ん
は
周
囲
の
友

人
に
「
酪
農
家
は
一
日
中
、
夜
中
ま
で
働

い
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
」
と
言
わ
れ

て
、
驚
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

奥
さ
ん
と
な
っ
た
公
美
子
さ
ん
と
の
出

会
い
も
、オ
フ
の
時
間
を
大
事
に
し
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
だ
そ
う
で
す
。
公
美
子
さ

ん
は
、非
農
家
の
家
庭
で
育
ち
、ご
結
婚
さ

れ
る
前
は
栄
養
士
と
し
て
働
い
て
お
り
、

酪
農
と
関
わ
る
経
験
は
全
く
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
今
で
は
、
哺
乳
・
牛
床

の
整
備
・
搾
乳
等
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

聡
士
さ
ん
は
牛
舎
全
般
の
作
業
を
任
さ

れ
て
い
る
上
、
自
給
飼
料
も
精
力
的
に
生

産
し
て
お
り
、
作
業
が
非
常
に
多
い
こ
と

は
容
易
に
想
像
つ
き
ま
す
。
し
か
し
、
聡

士
さ
ん
の
よ
う
に
オ
フ
の
時
間
を
大
事
に

し
て
こ
そ
、
作
業
の
効
率
性
を
生
む
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
に

猪
股
牧
場
を
取
材
し
て
あ
ら
た
め
て
気

付
い
た
こ
と
は
、
基
本
中
の
基
本
を
こ
な

す
こ
と
が
一
番
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
特
別
派
手
な
設
備
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
特
徴
的
な
飼
料
を
給
与
し
て
い

る
わ
け
で
も
な
い
、
し
か
し
、
多
く
の
酪

農
家
が
基
本
と
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
、
何

と
な
く
や
っ
た
ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
こ
な
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
、
条
件
に
見
合
っ
た
工
夫

と
努
力
が
プ
ラ
ス
さ
れ
相
乗
効
果
を
生
ん

で
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
あ
り

そ
う
で
な
い
牧
場
の
１
つ
な
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
震
災
後
の
復

興
に
向
け
て
大
変
お
忙
し
い
中
、
快
く
取

材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
猪
股
牧
場
の
皆

様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

も
猪
股
牧
場
の
一
層
の
ご
発
展
を
お
祈
り

す
る
と
同
時
に
、
本
会
も
そ
の
発
展
に
少

し
で
も
協
力
し
た
い
と
心
に
誓
い
、
取
材

を
終
え
ま
し
た
。

▶ 

乾
乳
牛
舎
も
手
造
り
で
あ
る

堆肥発酵施設
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原 料 情 勢 平成24年１月

1月12日発表
米国農務省トウモロコシ
需給予想

【10/11年産】　 作付面積88.2百万（前月88.2百万）エーカー、単収152.8（152.8）bu/エーカー、生
産量124億4,700万（124億4,700万）bu、総需要量130 億5,400万（130 億5,400
万）bu、期末在庫11億2,800万（11億2,800万）bu、在庫率8.6（8.6）%。

【11/12年産】　 作付面積91.9百万（前月91.9百万）エーカー、単収147.2（146.7）bu/エーカー、生
産 量123億5,800（123億1,000）bu、 総 需 要 量126億5,500万（126億500万 ）
bu、期末在庫8億4,600万（8億4,800万）bu、在庫率6.7（6.7）%。

トウモロコシ相場動向
今後のシカゴ相場は、需給発表内容・四半期在庫の内容がかなりの下げ材料であったことから当日は急
落したものの、更に大きく下がることは現段階では考えにくい。米株式等の外部市場が年明け以降比較
的安定的に推移していることも、上げ材料視されやすい環境となっている。

国内産大豆粕

国内需給については、国産大豆粕発生量は依然低調で数量に大きな変化は見られない。現在、若干受
け渡しが不安定になっている。価格については、上昇基調となっている。また、最近はインド産の現地
価格も上昇基調となっており今後の動きに注意する必要がある。また、国産と輸入産の価格差について
は、依然、国産が輸入の価格についていけず、若干割高な状況。

糟糠類

一般ふすまは、配合割合は横這いで推移し、高い水準を維持していると思われる。小麦の挽砕量は相変
わらず低調な様子であるが、しばらくは受け渡しには問題ない見込み。グルテンフィードは、発生量は依
然低調な様子。現時点で供給が不安定になりつつあるため、受け渡しには注意する必要がある。しか
し、需給は今後改善していくと考える。

海上運賃
海上運賃は、ガルフ～日本航路（パナマックス）では大きな下げは見られない。一方、イラン情勢不安か
ら燃料価格が高騰しており海上運賃の上昇材料視されており、今後の情勢次第では、更なる上昇が懸念
される。
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輸入粗飼料の情勢 平成24年１月

北米コンテナ船
フレート

WTSA加盟の船会社から、2月1日よりGR値上げの発表がされ、PSWで$100、PNWで$200値上げと発
表されている。ロサンゼルス港での一部ストライキについては、長期化せずに終了した模様。大きな影響は無
かったものの、引続き船積み遅延が目立っている。

米国の乳価動向 6月から3 ヶ月連続の値上げで推移してきた米国の乳価は、9月に入り値下げに転じ、10月もさらに値下げとなっ
た。11-12月で少し回復したものの、今後も弱含みで推移することが予想されている。

ビートパルプ

【米国産】11年産ビート大根は、10年産よりも20日ほど遅れて収穫が開始。その結果、作付面積は前年比で
4-5%増加したものの、生産量は前年比で10%以上も減少すると見込まれている。11年産の産地価格は開始
と同時に10年産よりも高値で推移している。

【中国産】11年産のビートパルプは、10年産よりも作柄が良好と伝えられているが、韓国と日本への輸出
向けは10年産に引続き、かなり限定的となることが予想されている。

アルファルファヘイ

【ワシントン州】コロンビアベースンでは、11年産の収穫が終了。1番刈、2番刈ともに雨当たり被害が多数発生し、
プレミアム品は限定的となった。4番刈が収穫された圃場も少ない結果となった。11年産アルファルファの生産
量は15%以上も減少していると予想されている。また、11年産は3タイのプレミアム品が大きく減少しており、今
後も生産量が減少していく傾向にあると思われる。

【オレゴン産】クリスマスバレーとクラマスフォールズでは、11年産の収穫が終了。産地での余剰在庫はほとんど
ない模様。同州での11年産アルファルファの生産量は5%程度減少していると予想されている。BIGベールでの
収穫が増えており、12年産以降も3タイのプレミアム品の確保が難しくなることが予想されている。

【ネバタ産】11年産の収穫が終了。同州での11年産アルファルファの生産量は前年よりも若干増えていると予想
されている。産地価格は引続き堅調に推移している。

【カリフォルニア産】インペリアルバレーでは、11年産の収穫がほぼ終了。依然として輸出向けの引合いが強く、
余剰在庫もほとんどないことから、産地価格は堅調に推移している。

【ユタ産】11年産の収穫が終了。同州での11年産アルファルファの生産量は前年よりも若干増えていると予想さ
れている。しかしながら、産地価格は引続き堅調に推移している。また、近年同州産のアルファルファの出荷が
増えてきていることから、アルファルファとヘイキューブは船積み遅延が多く見受けられるようになっている。

チモシー

【米国産】コロンビアベースンとエレンズバーグでは、11年産の収穫が終了。1番刈のプレミアム品はほぼ完売状
態となっている模様。2番刈はローグレード品がわずかに残っている模様。産地価格は強含みで推移している。
豪州産11年産オーツヘイの状況から、代替として米国産チモシーの需要が増える可能性も出てきている。

【カナダ産】レスブリッジ、ドライランドともに、収穫が終了。荷動きは順調で、余剰在庫もほとんどない模様。
米国産と同様に豪州産11年産オーツヘイの情勢から、代替としてカナダ産チモシーの需要が増える可能性も出
てきている。時期尚早ながら、12年産の作付面積は増えることが一部では予想されている。

スーダン

【インペリアルバレー産】産地では収穫が終了。11年産のハイグレード品は荷動きも順調で、引続き高値で推移
している。中間グレード・ローグレード品についても余剰在庫はほとんどない模様。今後は、豪州産11年産オー
ツヘイの状況で変化する可能性もあるが、追加買付けは厳しい状況となっている。産地では小麦の作付けが開
始。12/15時点でのエーカレージレポートによると、作付面積は前年対比147%となっている。小麦の作付面積
の増加、豪州産オーツヘイの情勢から、12年産は強い引合いで開始すると予想される。

クレイングラス

産地では収穫が終了。余剰在庫はほとんどない状況であるため、産地価格は強含みで推移している。今後は、
豪州産11年産オーツヘイの状況で需給が変化する可能性もあるが、追加買付けは厳しい状況となっている。12
年産の作付面積は増えることが予想されている。インペリアルバレーの12/15時点でのエーカレージレポートによ
ると、前年対比108%となっている。

バミューダ
産地では収穫が終了。輸出向け供給量は減少し、産地での余剰在庫はほとんどない模様。そのため、産地価
格は強含みで推移している。12年産は11年産の繰越在庫がない状況下でスタートする見込みのため、今後も引
続きタイトな状況が続くと予想される。

ストロー類
8月中旬から収穫が始まったライグラスについては、雨当たり被害を免れたが、フェスキューは、雨当たり被害が
多く発生した。産地価格は強含みで推移している。11年産のフェスキューは、良品の確保が難しいため、サプラ
イヤーによっては雨当たり品も、ノーレイン品よりも多少安い価格で船積みをしている模様。

オーツヘイ

【西豪州産】雨当たり被害が大量に発生しており、深刻な事態となっている。ハイグレード品については、かなり
限定的な数量となっており、11年産の輸出向け数量は、半分以下となることが懸念されている。生産農家は厳し
い経営を強いられており、転作が多いと予想されるため、12年産の作付面積は大きく減少することが早くも懸念
されている。

【南豪州産】雨当たり被害が多く発生。西豪州ほど酷くはない作柄・状況であるが、特にハイグレード品につい
ては限定的な数量となっている。アデレード港（南豪州）出しの船積みスペースのタイト感は顕著で、恒常化して
いるのが現状。11年産は西豪州からの船積みが南豪州に多くシフトすると見込まれるため、注意が必要。

【東豪州産】ここでも雨当たり被害が多く発生。雨当たりを免れたノーレイン品は少なく、その中でもハイグレー
ド品については、限定的な数量となっている。
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平成23年度（12月）　地域別生乳生産量

全　国 北海道 東　北 北　陸 関　東 東　山 東　海 近　畿 中　国 四　国 九　州 沖　縄
22 年度 12 月 632,110 322,312 52,694 8,665 92,108 11,136 33,742 17,290 25,234 11,845 54,759 2,325

  1 月 641,451 327,537 53,142 8,877 93,653 11,185 34,441 17,468 25,489 11,994 55,379 2,286
  2 月 591,460 300,485 49,135 8,301 86,294 10,298 31,730 16,199 23,639 11,160 52,094 2,125
  3 月 633,178 333,487 37,250 9,365 85,702 11,482 35,953 18,426 26,825 12,663 59,613 2,412

23 年度  4 月 628,833 323,368 43,133 9,188 88,938 11,210 35,422 18,134 26,388 12,438 58,169 2,445
5 月 661,818 336,125 50,251 9,474 97,497 11,746 36,169 18,439 27,407 12,648 59,547 2,515
6 月 628,574 327,964 47,467 8,678 89,927 11,199 33,209 16,713 25,181 11,497 54,408 2,331
7 月 623,805 330,363 47,146 8,259 87,626 11,259 32,171 16,385 24,631 10,943 52,721 2,301
8 月 614,552 325,838 48,003 8,025 85,889 11,088 31,040 16,162 24,107 10,659 51,538 2,203
9 月 594,466 313,005 47,323 7,707 82,863 10,857 30,317 15,519 23,565 10,534 50,642 2,134

10 月 619,843 322,112 50,137 8,147 88,027 11,085 32,618 16,214 24,827 11,039 53,418 2,219
11 月 602,420 310,328 49,086 7,959 86,312 10,743 32,225 16,013 24,147 10,937 52,508 2,162
12 月 633,207 325,234 51,663 8,513 90,717 11,280 33,692 17,036 25,222 11,636 55,987 2,227

前年同月比 100.2% 100.9% 98.0% 98.2% 98.5% 101.3% 99.9% 98.5% 100.0% 98.2% 102.2% 95.8%
23 年度累計 5,607,518 2,914,337 434,209 75,950 797,796 100,467 296,863 150,615 225,475 102,331 488,938 20,537
前年同月比 97.3% 99.3% 90.5% 93.3% 94.7% 98.0% 97.3% 94.2% 96.7% 95.6% 98.5% 97.9%

単位：ｔ

：平成23年度　　 ：平成22年度  　　：前年度比
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※農林水産省統計部が公表した「牛乳乳製品統計」をもとに本会酪農部で集計した。

用　　途　　別　　処　　理　　量

生乳生産量 牛乳等向け 乳製品向け その他業務用向け チーズ向け クリーム等向け 欠　減
22 年度 12 月 632,122 324,324 28,126 301,804 40,420 105,418 5,994 1,495

  1 月 641,451 323,603 22,603 312,431 47,990 89,110 5,417 988
  2 月 591,460 312,633 22,039 273,485 43,553 87,695 5,342 948
  3 月 633,178 314,206 19,911 313,529 44,805 84,570 5,443 1,553

23 年度  4 月 628,833 335,472 22,962 287,933 41,455 96,214 5,428 1,317
5 月 661,818 358,410 26,317 297,991 43,325 98,744 5,417 1,002
6 月 628,574 351,800 23,936 271,407 41,464 99,952 5,367 953
7 月 623,805 357,820 21,463 260,499 40,080 106,648 5,486 1,054
8 月 614,552 338,603 24,216 270,357 40,712 106,994 5,592 1,102
9 月 594,466 359,270 27,189 229,452 32,181 104,967 5,744 1,192

10 月 619,843 351,958 29,171 262,271 38,368 110,428 5,614 1,076
11 月 602,420 336,798 29,374 260,547 38,338 108,557 5,075 886
12 月 633,207 317,039 27,191 310,749 39,974 109,880 5,419 957

前年同月比 100.2% 97.8% 96.7% 103.0% 98.9% 104.2% 90.4% 64.0%
23 年度累計 5,607,518 3,107,170 231,819 2,451,206 355,897 942,384 49,142 9,539
前年同月比 97.3% 98.4% 98.5% 96.1% 98.5% 104.7% 90.8% 65.6%

単位：t

牛乳等向け処理量の推移

乳製品向け処理量の推移

平成23年度（12月）　用途別処理量

：平成23年度　　 ：平成22年度  　　：前年度比
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■平成24年2月1日付異動発令

■平成24年2月1日付昇格発令

新 旧 氏　名
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平成24年2月10日発行（毎月１回10日発行）
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全酪連会報　2月号　No.557

●編集・発行人　近藤　祥史
●発行　全国酪農業協同組合連合会
　〒108-0014 東京都港区芝四丁目１７番５号
 TEL 03-5931-8003
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▼
１
月
下
旬
、
東
京
で
初
雪
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
、
日

本
海
を
中
心
に
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
雪
下
ろ
し
作
業
等
で
の
事
故
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
雪
中
で
は
、
今
後
も
充
分
に
注
意
し
て
作
業
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
が
急
増
し
て
お
り
、
今
後
、
本
格
的

に
流
行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
洗
い
・
う
が
い
等
、
日

頃
か
ら
予
防
に
努
め
、
寒
い
冬
を
元
気
に
乗
り
切
り
た
い
で
す
ね
。

今月の表紙は、「酪農いきいきフォトコンテスト」（全国
酪友フォーラムにて開催）に応募いただいた作品（愛知県 
森　智子氏 撮影）です。大きな牛に怖がることなく、
優しくさわれています。

酪農いきいきフォトコンテスト

北海道

価格状況　　……強含み　　……やや強含み　　……横這い　　……やや弱含み　　……弱含み

札 幌 支 所　TEL 011-241-0765
釧路事務所　TEL 0154-52-1232
帯広事務所　TEL 0155-37-6051
道北事務所　TEL 01654-2-2368

平成24年２月1日現在

※上記相場は、血統登録牛（中クラス）の庭先選畜購買による予想相場です。庭先選畜購買のため、市場購買とは異なり、価格差が生じます。

事　務　所 畜　種 相場（万円）価格状況 管　　内　　状　　況

札幌管内
育成牛（10-12月令） ２８～３４ １月中旬までの生乳生産量前年比は、函館管内月計で100.2％、累計で100.7％。苫小

牧管内月計で99.5％、累計で95.7％の実積となっております。価格動向ですが、育成牛
につきましては初妊牛の高騰と夏季放牧に向けた需要により強含みの相場になると思わ
れます。初妊牛につきましても春分娩が中心になりますので高値安定での取引になると
思います。また、経産牛につきましても良質牛を中心に高値を維持するものと思います。

初　妊　牛 ５２～５８

経　産　牛 ４０～４５

釧路管内
育成牛（10-12月令） ２８～３５ 1月中旬までの生乳生産量前年比は、釧路管内月計で101.6％、累計で99.2％・

中標津管内で103.4％、累計で100.2％の実績となっております。価格動向です
が、地元と内地からの引き合いがかなり強いため、相場もかなり高くなり、年度内
購買については特に高くなりそうです。また、Ｆ１腹とホルス腹の価格差も少なく
なっております。選別腹は資源も少なく引き合いも強いため、高値安定しています。

初　妊　牛 ５３～６０

経　産　牛 ４３～５０

帯広管内
育成牛（10-12月令） ２８～３５ １月中旬までの生乳生産量前年比は、月計で101.5％、累計で100.1％の実績となっ

ております。価格動向ですが、4月中旬～ 5月分娩の春産みが中心となりますので、
価格については強含みで推移し、F1腹、ホル腹ともに高値で取引されるものと思わ
れます。また、選別腹は資源が少ないため引き合いが強い状況が継続しそうです。ま
た、初妊牛価格高騰を受けて、育成牛・経産牛価格も強含みで推移すると思われます。

初　妊　牛 ５２～５８

経　産　牛 ４２～４８

道北管内
育成牛（10-12月令） ２５～３０ １月中旬までの生乳生産量前年比は、稚内管内月計100.8％、累計98.9％、北見管

内月計で100.9％、累計99.7％の実績となっております。初妊牛の動向ですが、４～
５月分娩が中心となります。資源的に厳しい状況で、Ｆ１、ホル腹ともに高値で動くこ
とが予想されます。特に、選別腹については、売りに出る頭数が限られている状況で
す。初妊牛の高騰に伴い、経産牛についても、相場は強含みで動くと思われます。

初　妊　牛 ５５～５８

経　産　牛 ４０～４７

道内総括
育成牛（10-12月令） ２８～３５ 1月中旬までの生乳生産量前年比は、月計で101.5％、累計99.3％となり、十勝、根

室では遂に累計で前年比100%を超えるまでに回復しました。価格動向ですが、4
月から５月上旬分娩が中心となります。3月分娩までは資源的にはある程度豊富で
したが、1月は導入需要が多く強含みとなりました。4月分娩以降資源は減る見込
のため、F1腹、ホル腹関係なく、一段と価格高騰が見込まれます。

初　妊　牛 ５３～６０

経　産　牛 ４３～４８



入賞作品紹介入賞作品紹介

※この作品は本会と全国酪農青年女性会議共催の「第38回らくのうこどもギャラリー」で
全国279点の応募作品から入賞12点に選ばれたものです。 主催　全国酪農青年女性会議

今月の今月の

今 月の入選作品は、桑原小学校（中部）４年の岡田萌々さんの「牛のちちをじょうず
にいっぱいしぼる」です。

顔や右手は少々大きすぎますが、とても迫力のある絵に仕上がっています。乳搾りの現場で
実感した心の動きがそのまま絵に反映されています。次作も楽しみですね。

牛のちちをじょうずにいっぱいしぼる
桑原小学校（中部）４年　岡田萌々


